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み、せん断粘度の shear-thinning 性の強L 、流体では、出口でランダム状態になることを示している。
(6)ダイの温度を樹脂温度より上昇することにより、流量増大にともなう複屈折の成長と緩和距離の増大を抑制し、
分子配向緩和が促進することを示している。
(7)ウェルドライン領域の複屈折における計算予測はいずれの流量、温度においても実験値とほぼ一致していること
を示し、 Giesekus モデルを用いた数値解析によるウェルドライン領域の分子配向緩和予測の妥当性が高いこと
を明らかにしている。
以上のように本論文はウェルドライン領域の異方性を改善するため、ウェルドラインを生成するウェルド、流れにつ
いて粘弾性流動解析を行い、ウェルドライン領域の分子配向に対する各流量、樹脂材料における適正なスパイダーの
形状、ダイ温度について提案し、理論的、実験的に検証しているo 本研究で得られた成果は、粘弾性流体の成形加工
に対する信頼性を高めるとともにその適用分野を広め、更なる発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士
論文として価値のあるものと認める。
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